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本
山
寺
の
二
王
門

（
重
要
文
化
財

　

明
治
37
年
８
月
29
日
指
定
）

　　

四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
第

70
番
札
所
で
あ
る
本
山
寺
は

豊
中
町
に
あ
り
、
観
音
寺
市

と
の
境
で
あ
る
本
山
橋
か
ら

は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
五

重
塔
が
よ
く
見
え
ま
す
。

　

本
山
寺
に
は
多
く
の
文
化

財
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は

そ
の
中
か
ら
重
要
文
化
財
の
「
二

王
門
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

二
王
門
は
境
内
の
南
に
位
置
し
、

参
拝
者
は
ま
ず
こ
の
門
を
く
ぐ
っ

て
本
堂
へ
と
向
か
い
ま
す
。
実
は

こ
の
二
王
門
、
元
々
は
本
堂
の
東

南
に
建
っ
て
い
た
も
の
を
、
享
保

９
年
（
1
7
2
4
年
）
に
丸
亀
藩

主
だ
っ
た
京
極
氏
に
よ
り
、
今
の

場
所
に
移
築
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
門
は
切
妻
造
り
で
、
本
柱

4
本
の
前
後
に
８
本
の
控
柱
が
あ

る
た
め
、「
八
脚
門
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
軒
を
支
え
る
部
分
に

は
和
様
（
日
本
風
）、
桁
と
軒
を
支

え
る
た
め
の
横
木
で
あ
る
「
肘
木
」

に
は
唐
様
（
中
国
風
）、
肘
木
な
ど

の
端
が
柱
の
外
側
に
突
き
出
た
部

分
で
あ
る
「
木
鼻
」
の
上
に
は
天

竺
様
（
中
国
南
部
風
）
と
い
っ
た

三
つ
の
建
築
手
法
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
建
築

方
法
は
、
全
国
的
に
も
類
例
が
少

な
い
貴
重
な
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
折
衷
様
式
は
鎌

倉
時
代
中
期
に
登
場
す
る
も
の
な

の
で
、
こ
の
門
が
建
て
ら
れ
た
の

は
鎌
倉
時
代
中
期
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

門
の
左
右
に
は
、
お
寺
を
守
る

た
め
に
金
剛
力
士
像
が
安
置
さ
れ
、

訪
れ
る
人
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

本
山
寺
に
参
拝
さ
れ
る
際
は
、
門

に
も
注
目
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

も
と
や
ま
じ

に
お
う
も
ん
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き
り
つ
ま
づ
く

ひ
か
え
ば
し
ら

は
っ
き
ゃ
く
も
ん

わ
よ
う

け
た

ひ
じ
き

か
ら
よ
う

き
ば
な

じ
く
よ
う

て
ん

各
種
審
議
会
に
占
め
る

　
　
　

女
性
委
員
の
比
率

　

国
で
は
、
平
成
11
年
に
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、

国
や
県
に
お
い
て
男
女
平
等
の
実

現
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
も
、

平
成
25
年
3
月
に
策
定
し
た
三
豊

市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
中
で
、

重
点
目
標
に
「
政
策
・
方
針
決
定

過
程
へ
の
女
性
参
画
の
拡
大
」
を

掲
げ
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
審
議
会
の
女
性
委
員
比
率

○
女
性
も
、
各
種
委
員
の
公
募
に

は
積
極
的
に
応
募
し
ま
し
ょ
う
。

○
女
性
も
各

会
合
に
お
い

て
は
、
自
分

の
意
見
を
積

極
的
に
発
言

し
ま
し
ょ
う
。

企
業
に
お
け
る

　
　
　

女
性
参
画
の
推
進

　

事
業
者
は
、
責
任
あ
る
地
位
へ

の
女
性
の
登
用
を
視
野
に
入
れ
た

能
力
開
発
や
人
材
育
成
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。

　

女
性
の
活
躍
推

進
の
取
り
組
み
を

行
う
自
主
的
か
つ

積
極
的
な
取
り
組

み
を
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

と
い
い
ま
す
。
下

記
の
サ
イ
ト
で
全

国
の
様
々
な
企
業

が
実
際
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
例
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
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目
指
せ

男
女
共
同
参
画
社
会

ポジティブ・アクション応援サイト 検索

三豊市青少年健全育成市民会議
 平成26年度 
「家族ふれあい・あいさつ運動・
　わたしの夢」 絵画・標語の優秀作品

センター

小学校高学年の部
大見小学校４年
三好　一徳

小学校高学年の部
笠田小学校５年
岡本　陽菜

絵 画

標 語

▶問い合わせ　少年育成センター　☎62－1115

小学校高学年の部
比地小学校４年
中下　皓晴

小学校低学年の部
松崎小学校２年
田尾　颯來

小学校低学年の部
勝間小学校２年
國安　七海

小学校低学年の部
本山小学校１年
德永　英莉奈

中学校の部
高瀬中学校１年
内山　智奈未

中学校の部
三豊中学校１年
原　　唯花

最
優
秀

最
優
秀

宮
ノ
下
自
治
会
自
主
防
災
会

　

平
成
17
年
に
発
足
し
た
宮
ノ
下
自

治
会
自
主
防
災
会
。
防
災
意
識
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
年
1
回
防
災

訓
練
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
訓
練
は

南
海
地
震
を
想
定
し
、
皆
で
決
め
た

一
時
避
難
所
に
実
際
に
避
難
し
た

り
、
一
人
世
帯
の
高
齢
者
の
手
助
け

を
し
た
り
と
、
具
体
的
な
訓
練
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
取
材
の
日
は
、

防
災
担
当
者
が
集
ま
り
、
昨
年
9
月

に
行
っ
た
訓
練
の
反
省
会
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
保
存
食
の
確
認
や
、
昼

と
夜
の
家
族

構
成
の
違
い

に
よ
る
サ
ポ

ー
ト
体
制
の

確
認
だ
け
で

な
く
、「
自

治
会
員
以
外

の
人
を
ど
う

す
る
か
」、　

「
今
度
は
も

っ
と
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
の
あ

る
訓
練
」
を

な
ど
、
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
担
当
者
の
皆
さ
ん
は
、

机
上
で
考
え
る
以
上
に
、
実
際
に
や

っ
て
み
て
初
め
て
分
か
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
、
と
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
訓
練
前
の
準
備
な
ど
で
定

期
的
に
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
メ
リ

ッ
ト
も
感
じ
て
い
ま
す
。「
防
災
に

は
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
も
大
切
な

要
素
。
何
度
も
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
自
治
会
の
絆
も
強
く
な
っ
た
と

感
じ
ま
す
。」

　

今
年
の
訓
練
で
も
、
自
治
会
96
世

帯
の
う
ち
70
人
が
参
加
。
意
識
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。「
シ
ル
バ
ー

カ
ー
を
押
し
て
参
加
し
て
く
れ
る
人

も
い
て
、
少
し
で
も
意
識
を
持
っ
て

く
れ
て
い
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で

す
。」
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
危
機
意

識
が
薄
い
と
役
員
の
皆
さ
ん
。「
災

害
時
に
防
災
担
当
者
が
い
る
と
は
限

ら
な
い
。
全
員
が
防
災
担
当
の
役
割

を
知
っ
て
、
誰
で
も
代
わ
り
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
か
な
く
て
は
。
今

後
、
訓
練
参
加
者
が
1
0
0
％
に
な

る
ま
で
意
識
を
高
め
て
い
け
た
ら
」

と
、
よ
り
一
層
の
地
域
の
安
全
、
安

心
に
向
け
て
の
抱
負
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
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（敬称略）

「勉強は　将来の夢に向けての　みちしるべ」
　　　小学校の部　　本山小学校６年　宇川　雅人

「おはようと　朝のあいさつさわやかに
　　　　　　　　　笑顔をくれた君の一言」
　　　中学校の部　三野津中学校３年　三好　里奈

「ありがとう　きょうもいっぱい　いえるかな」
　　　小学校の部　財田中小学校１年　大西　悠太

「いてあたりまえ　いないとさみしい　私の家族」
　　　小学校の部　　　吉津小学校６年　青　奈苗

「叶うはず　そう信じては　突き進む」
　　　中学校の部　　仁尾中学校２年　喜田　晴菜

優
秀

優
秀

年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

女性比率

22.2％

21.2％

21.3％

委員総数

270

312

338

うち女性委員数

60

66

72

（各年4月1日現在：地方自治法第202条の3に基づく審議会等）

推移


